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 悲
し
み
の
深
さ
の
な
か
に	 

真
の
よ
ろ
こ
び
が
あ
る 

瓜
生
津
隆
真 

御
名
称
う
れ
ば
み
ほ
と
け
い
ま
こ
こ
に
お
わ
す 
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チェワン先生の一口コラム 

ピアレ ピアレ フル グンテ マラ トー エク ヘイ 

沢山の美しい花が集まって一つの花輪を作ります。 	 

助
感
謝
努	 

	 

二
〇
一
六
年
三
月
六
日
䣍

ネ
パ
䤀
ル
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願

寺
落
慶
法
要
を
䣍
前
御
門
主

様
と
前
御
裏
方
様
の
御
列
席

の
も
と
䣍
無
事
に
執
り
行
う

事
が
で
き
ま
し
た
䣎	 

	 

皆
様
の
ご
協
力
を
も
ち
ま

し
て
䣍
ネ
パ
䤀
ル
に
有
難
い

御
縁
を
い
た
だ
く
事
が
で
き

ま
し
た
䣎
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
䣎	 

	 ナマステ。私はネパール開教地カトマンズ本願寺僧侶のス
ニタ・ラマと申します。 
	 まずは 2016年 3月 6日カトマンズ本願寺の落慶法要を無
事に厳修できたことを、日本からの御参拝者の皆様、並びに
御協力いただいた全ての方々に、カトマンズ本願寺を代表し

て篤くお礼を申し上げます。日本の各寺院をはじめ、多くの

方々の御尽力のおかげでこの日を迎えることできました。心
より感謝いたします。 
	 振り返ってみますと、2016年 3月 6日までの 2、3ヶ月は
私たちネパールのメンバーには法要準備でとても忙しい
日々でした。しかし、6 日の朝、前御門主様より頂いた帰敬
式、昼の法要、夜のレセプションでの前御門主様、前裏方様

をはじめ、日本の多くの僧侶の方々とご一緒の出勤による法
要は感動的な経験でした。この日は忘れられない一日となり

ました。 
	 これからも仏法と出遇ったご縁を喜び、この素晴らしいみ
教えをもっともっとネパールの人々に伝えていきたいです。

この度の落慶法要でこの気持ちが強くなって来ました。これ

からは自分自身の準備を整えて、道徳を守り、ネパールの皆
様ともに生きていきたいです。そのために私たちに浄土真宗

のみ教えをもっと伝えていただきたく思います。 
皆様これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

カトマンズ本願寺	 スニタ・ラマ 

祝	 カトマンズ本願寺落慶法要	 

熊本・大分地方で発生している地震により、被害に遭われた皆様へ心よりお見舞い申し上げます 

本願寺ご一行を迎えるため空港に出発するメンバーたち 

 

	 

こ
の
度
䣍
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
で
は
本
堂
３
階

部
分
の
完
成
に
と
も
な
い
䣍
本
願
寺
前
ご
門
主
ご

親
修
に
て
落
慶
法
要
が
勤
め
ら
れ
ま
し
た
䣎 

	 

法
要
は
ソ
ナ
ム
・
ワ
ン
デ
䣵
・
ブ
テ
䣵
ア
住
職

を
は
じ
め
ネ
パ
䤀
ル
人
䣍
イ
ン
ド
人
の
現
地
ス
タ

䣹
フ
が
出
勤
し
て
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
䣎 

	 

浄
運
寺
に
出
向
中
の
チ
䣷
ワ
ン
・
パ
ル
デ
ン
・

ブ
テ
䣵
ア
先
生
も
一
時
帰
国
を
し
て
法
要
に
出

勤
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
こ
こ
に
集
う
現
地

メ
ン
バ
䤀
た
ち
は
気
持
ち
を
新
た
に
本
願
寺
を

拠
点
と
し
た
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
や
仏
教
伝

道
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
䣎 
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お
か
げ
さ
ま
の
お
料
理
教
室
〜
男
子
部 

  

簡
単
で
家
族
に
喜
ば
れ
る
料料
理理
を
作
り
に
き
ん
し

い
！  

  
  
  

講
師  

⼭山
下
征
喜
さ
ん  

  
  

第
五
回  

湯
⾖豆
腐  

  
  
  
  

七
⽉月
九
⽇日
︵
⼟土
︶
⼗十
七
時
よ
り  

  
  

第
六六
回  

⼭山
芋
鉄
板
焼
き  

  
  
  
  

⼆二
⽉月
四
⽇日
︵
⼟土
︶
⼗十
七
時
よ
り  

  
  
  

会
費  

各
回
と
も
五
百
円
︵
飲
み
物
付
き
︶  

詳
細
は
寺
務
所
ま
で  

NEWS 
ニュース  

人
間
は
死
を
抱
い
て
生
ま
れ	 

死
を
か
か
え
て
成
長
す
る 

信
國	 

淳 

欲
望
に
は
患
い
が
あ
り
出
離
の
道
に
は
や
す
ら
ぎ
が
あ
る 

第
四
十
二
回  

花
ま
つ
り  
  
  

男
の
料
理
教
室  
  
  

お
か
げ
さ
ま
の
お
料
理
教
室
㧬
男
子
部  

男
の
料
理
教
室
が
二
月
六
日
に
第
三
回
・
お
で
ん
䣍
五
月
十
四

日
に
第
四
回
・
田
楽
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

	 

お
で
ん
は
出
汁
か
ら
作
り
䣍
田
楽
は
味
噌
ダ
レ
か
ら
作
る
本

格
的
な
も
の
で
す
䣎 

	 

そ
の
後
䣍
自
作
の
料
理
を
肴
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎 

	 

男
の
料
理
教
室
は
第
五
回
よ
り
䣓
お
か
げ
さ
ま
の
お
料
理

教
室
䣢
男
子
部
䣔
と
し
て
七
月
九
日
十
七
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま

す
䣎
男
性
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
䣎 

	 

一
月
二
十
九
日
か
ら
二
月
一
日
の
四

日
間
䣍
福
岡
近
郊
の
五
寺
院
と
福
岡
教
堂

に
て
䣓
お
寺
で
音
を
楽
し
む	 

vol.1

・
安

穏
ラ
イ
ブ
䣔
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

	 

浄
運
寺
で
は
一
月
三
十
日
の
夜
七
時

三
十
分
の
開
演
で
し
た
䣎 

	 

出
演
は
青
谷
明
日
香
・
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
・

ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
ｋ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
の
三
人
䣎 

	 

夜
の
本
堂
に
楽
し
く
䣍
す
て
き
な
歌
と

演
奏
が
響
き
渡
り
ま
し
た
䣎 

	 

四
月
十
日
䣍
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
䣍
た
く
さ
ん
の
方
に
お
こ
し
い
た
だ
き
䣍
お

釈
迦
さ
ま
の
お
誕
生
を
お
祝
い
で
き
ま
し
た
䣎 

	 

今
年
は
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
か
ら
ソ
ナ
ム
・
ワ
ン
デ

䣵
・
ブ
テ
䣵
ア
師
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
䣍
お
祝
い
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎
浄
運
寺
サ
䤀
ク
ル
に
よ
る
出

し
物
や
バ
ザ
䤀
も
盛
況
で
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
䣎 

11月 3300日  本堂にて  
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西本願寺の時間 「みほとけとともに」  RKBラジオ 日曜朝６時 40分より 

カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
支
援 

	 

那
珂
組
門
徒
推
進
員
の
活
動
組
織
䣍䣓
ダ
䤀
ナ
ボ
䣹
ク
ス–

ナ
カ–

䣔
で
は
䣍
ネ
パ
䤀
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
の
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
䣎 

	 

浄
運
寺
で
は
支
援
の
一
環
と
し
て
䣍
ビ
ス
ケ
䣹
ト
䣍
ネ
パ

䤀
ル
コ
䤀
ヒ
䤀
の
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
䣎 

	 

多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

	 

詳
し
く
は
寺
務
所
ま
で  

 

 広
い
世
界
に
恐
ろ
し
い
も
の
は
わ
が
身	 

心
が
恐
ろ
し
や	 

小
川
仲
造 

煩
悩
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
け
れ
ど
煩
悩
と
知
る
こ
と
は
で
き
る	 

仲
野
良
俊 

	 

五
月
十
八
日
䣍
第
十
三
回
䣓
親
鸞
聖

人
降
誕
祝
賀 

親
善
囲
碁
大
会
䣔
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
䣎 

	 

二
段
以
下
の
部
䣍
十
六
名
と
三
段
以

上
の
部
䣍
三
十
名
の
四
十
六
名
が
四
局

行
い
䣍
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
䣎 

 	 

表
彰 

 

䣓
三
段
以
上
の
部
䣔 

優	 

勝 
	 
	 

山
口	 

知
明
さ
ん	 

六
段 

第
二
位 

	 
	 

中
村	 

一
晴
さ
ん	 

四
段 

第
三
位 

	 
	 

大
渕	 

澄
洋
さ
ん	 

六
段 

 

䣓
二
段
以
下
の
部
䣔 

優	 

勝 
	 
	 

桝
添	 

正
義
さ
ん	 

二
段 

第
二
位 

	 
	 

弘
島	 

平	 

さ
ん	 

２
級 

第
三
位 

	 
	 

飯
倉	 

昭
男
さ
ん	 

二
段 

第
十
三
回	 

浄
運
寺	 

	 
親
鸞
聖
人
降
誕
祝
賀	 

	 
	 
	 

親
善
囲
碁
大
会	 

開
催	 

	 

五
月
二
十
五
日
䣍
二
十
六
日
䣍
永
代
経
法
要
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
䣎 

	 

海
徳
寺
住
職
䣍
松
月
博
宣
師
を
御
講
師
に
お
迎

え
し
䣍
浄
土
真
宗
の
真
実
の
法
が
䣍
浄
土
に
往
生

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
䣍
未
来
の
救
い
を
き
い

て
䣍
今
が
救
わ
れ
る
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
䣍

笑
い
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
䣎 

白
雲
歌
集  

	 

報
恩
講	 

光
の
こ
と
ば	 

心
い
る 

	 

寺
ラ
イ
ブ	 

秋
田
美
人
の	 

い
の
ち
歌 

	 

仏
の
子	 

梅
干
し
好
き
と	 

こ
と
ば
か
け 

井
上
池
畦
子 

 
	 

俳
句
・
短
歌	 

募
集 

浄
運
寺
で
は
俳
句
䣍
短
歌
䣍
川
柳
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎

今
後
の
䣓
浄
運
寺
だ
よ
り
䣔
に
掲
載
予
定
で
す
䣎 

コ
䤀
ヒ
䤀
＋
ビ
ス
ケ
䣹
ト 

１
１
０
０
円
に
て
販
売
中 

ご講師の松月博宣先生 

092-711-1432	 

ひとりで悩まないで話してみませんか… 

ビハーラ・ライン・福岡 
〈こころの電話〉 

視聴覚障害者向け 
FAX相談も同じ 

	 相談は	 
	 無料です	 

開設時間	 

毎週月曜日と金曜日(祝日を除く)	 

午後１時〜午後４時30分	 

相談電話番号	 

本願寺 第 25代 専如ご門主	 伝灯奉告法要 団体参拝のご案内 
2014年 6月 6日専如新門様が即如 
 
第 1班	 2016年 11月 8日(火)・ 9日(水)	 1泊 2日 
第 2班	 2017年 3月 12日(日)・13日(月)	 1泊 2日 
参加費：Aコース	 ¥63,500本山・大谷本廟・黄桜酒造などをめぐるコース（予定） 
 Bコース 	 ¥65,000 本山・大谷本廟・よしもと祇園花月などをめぐるコース（予定） 
申込方法	 申込書にご記入後、寺務所までお持ちください	 申込書は寺務所にあります 
申込締め切り	 定員（160名）になり次第締め切り（第 1班・第 2班共通） 
詳細・お申し込みは寺務所まで 

	 

ご
報
告
䣢
お
坊
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
！ 

二
月
二
十
七
日
䣍
若
院
の
白
山
響
䥹
釋
正
法
䥺

と
白
山
律
䥹
釋
現
道
䥺
が
共
に
本
願
寺
西
山

別
院
で
の
得
度
習
礼
を
終
了
し
得
度
許
可

と
な
り
ま
し
た
の
で
䣍
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
䣎
現
在
二
人
共
に
龍
谷
大
学
在
学
中
䣎 

 
 

永 

代 

経 

法 

要 
 

﹁
浄
元
さ
ん
﹂  

出
遇
い
・
ふ
れ
あ
い
市  

詳
細
は
寺
務
所
ま
で 

 
昨
年
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
出
遇

い
・
ふ
れ
あ
い
市
が
今
年
も
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
や
っ
て
来
る
！ 

 

長
崎
五
島
物
産
展
に
古
本
市
、
仏
壇
・

仏
具
販
売
、
観
葉
植
物
な
ど
な
ど
！ 

 

仏
事
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
！ 

 

今
回
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開
催
。

た
だ
い
ま
出
店
者
を
募
集
中
で
す
。 

  

九
月
一
七
日
︵
土
︶
一
八
日
︵
日
︶  

長
崎
五
島
物
産
展  

＋  

古
本
市  

熊
本
・
大
分
地
震	 

義
援
金 

	 

４
月
１
８
日
か
ら
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

募
金
は
４
４
䥻
６
３
８
円
と
な
り
䥹
６
月
７

日
現
在
䥺 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
た
す
け
あ
い
募
金
䣓
平

成
二
十
八
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
䣔
に
全

額
募
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

ネ
パ
䤀
ル
地
震	 

義
援
金 

	 

平
成
２
７
年
６
月
よ
り
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
募
金
は
１
２
６
䥻
４
４
７
円
と
な
り
䥹
６

月
７
日
現
在
䥺
カ
ト
マ
ン
ズ
本
願
寺
に
全
額

募
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
䣎 

	 

引
き
続
き
ご
支
援
䣍
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
䣎 
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世の中	 安穏なれ	 仏法弘まれかし 

 

無
対
光 

い
か
な
る
光
も
な
ら
び
な
き	 

そ
の
育
み
に
生
か
さ
る
る	 

 

ご

案

内 
仏
法
に
は
明
日
と
い
う
こ
と
は
あ
る
ま
じ
き 	 

蓮
如
上
人 

行
事
予
定 

＊
キ
䣹
ズ
サ
ン
ガ	 
お
寺
ス
テ
イ 

	 

八
月
二
日
・
三
日 

＊
門
徒
合
同
盆
会
法
要 

	 

八
月
十
日 

	 

朝
九
時
・
十
一
時 

	 

昼
二
時
・
夕
七
時 

	 

ア
シ
䣼
䤀
カ
ホ
䤀
ル 

䥹
蓮
華
廟
ホ
䤀
ル
䥺 

＊
お
盆
コ
ン
サ
䤀
ト 

	 

八
月
十
五
日 

	 

出
演
者 

ミ
テ
䤀
ラ
エ
イ
サ
䤀
会 

＊
第
２
回
出
遇
い
・
ふ
れ
あ
い
市 

	 
	 

䣓
浄
元
さ
ん
䣔 

	 

九
月
十
七
日
・
十
八
日 

＊
彼
岸
会
法
要 

 
 

	 

九
月
二
十
日
・
二
十
一
日 

	 

昼
一
時
三
十
分
・
夜
七
時
三
十
分 

	 

ご
講
師	 

本
願
寺
派
布
教
使 

 
 

寺
田
公
洋	 

師 

＊
本
願
寺
伝
灯
報
告
法
要
参
拝
旅
行 

䥹
那
珂
組
䥺 

	 
	 

十
一
月
八
日
・
九
日
䥹
第
１
班
䥺 

２
０
１
７
年 

	 
	 

三
月
十
二
日
・
十
三
日
䥹
第
２
班
䥺 

＊
報
恩
講 

	 
十
一
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日 

	 

昼
一
時
三
十
分
・
夜
七
時
三
十
分 

	 

ご
講
師	 
本
願
寺
派
布
教
使 

 
 
山
内
教
圓	 

師 

＊
キ
䣹
ズ
サ
ン
ガ	 
成
道
会 

	 

十
二
月
十
一
日 

＊
除
夜
会 
	 

十
二
月
三
十
一
日 

	 
 

夜
十
一
時
三
十
分 

本願寺 第 25 代 専如ご門主 伝灯奉告法要 那珂組団体参拝のご案内 
2014 年 6 月 6 日、専如新門様が即如ご門主から法統を継承され、第25 代門主となられました。 

 この度の伝灯奉告法要は「浄土真宗のみ教え」（法灯）が、専如ご門主に伝えられたことを、阿弥陀如来と親鸞聖人の御前

に奉告する大切な法要でございます。この法要に那珂組で団体参拝が企画されました。どうぞ皆さまお誘い合わせのうえ、

ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

・日時・参加費 第 1 班 2016 年 11 月 8 日(火)・ 9 日(水) 1 泊 2 日 

   A コース ¥63,500 本山・大谷本廟・黄桜酒造などをめぐるコース 

 B コース ¥66,000 本山・大谷本廟・祇園をどり観覧などをめぐるコース 

第 2 班 2017 年 3 月 12 日(日)・13 日(月) 1 泊 2 日 

 A コース ¥63,500 本山・大谷本廟・黄桜酒造などをめぐるコース 

 B コース ¥65,000 本山・大谷本廟・よしもと祇園花月などをめぐるコース 

・申込方法  申込書にご記入後、寺務所までお持ちください 申込書は寺務所にあります 

・申込締め切り 定員（160 名）になり次第締め切り（第 1 班・第 2 班共通） 詳細・お申し込みは寺務所まで 
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浄土真宗本願寺派	 816-0846	 春日市下白水南 4-35 
TEL 092-593-1111	 	 FAX 092-593-2200 
E-mail:info@jounji.com	 HP:www.jounji.com 


